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7故障かな？と思った
ときは

Express5800/ftサーバが思うように動かずに「故障かな？」と思ったときは、故障と疑う前にこの章を参照
してください。
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7-2

障害箇所の切り分け
万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/ServerManagerを使って障害の発生箇所を確認し、障害がハー
ドウェアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。
障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行います。

障害がハードウェア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、ESMPRO/
ServerManagerが便利です。

ESMPRO/ServerManager

サーバ/ワークステーション
の障害発生箇所、および障害
内容を確認
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

エラーメッセージ
Express5800/ftサーバになんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エ
ラーメッセージの種類について説明します。

ランプによるエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの前面や背面、ハードディスクドライブのハンドル部分にあるラン
プはさまざまな状態を点灯、点滅、消灯によるパターンや色による表示でユーザーに通知し
ます。「故障かな？」と思ったらランプの表示を確認してください。ランプ表示とその意味に
ついては2-15ページの「ランプ」をご覧ください。

液晶ディスプレイからのエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの液晶ディスプレイは、Express5800/ftサーバの状態を随時表示し
ます。エラーが起きると液晶ディスプレイにはエラーメッセージが表示されます。
液晶ディスプレイに表示されるメッセージとその意味、対処方法について次の表に示しま
す。

重要 

本製品は、本体前面に液晶ディスプレイがありませんが、MWAまたはESMPRO/
ServerManagerから確認できます。

MWAおよびESMPRO/ServerManagerからの確認方法

ⓦ MWA

確認したいサーバを選択して、サーバメニューから[BMCダイアログの起動]を選択し
てください。BMCダイアログボックス上にサーバの電源状態やステータスランプの状
態とともに液晶ディスプレイの状態が表示されます。

ⓦ ESMPRO/ServerManager

統合ビューアから確認したいサーバを選択して、データビューアを起動します。データ
ビューア上で確認できます。
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
A
=

A
m
b
i
e
n
t
T
e
m
p
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル

温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

A
m
b
i
e
n
t
T
e
m
p
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル

致
命
的
な
温
度
（
下
限
値
）
異
常

A
m
b
i
e
n
t
T
e
m
p
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル

温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

A
m
b
i
e
n
t
T
e
m
p
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル

致
命
的
な
温
度
（
上
限
値
）
異
常

=
B
=

B
M
C
U
n
s
y
n
c

－
－

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

B
M
C
の
同
期
が
取
れ
な
い

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

B
M
C
0
N
o
t
R
e
a
d
y

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
の
B
M
C
が
切
り
離
さ
れ
た

し
ば
ら
く
続
く
よ
う
で
し
た
ら
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

B
M
C
1
N
o
t
R
e
a
d
y

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

=
C
=

C
o
r
0
+
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
+
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
o
r
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
-
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

-1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
-
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
-1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
-
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

-1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
o
r
0
-
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
-1
2V
（
上
限
値
）
異
常

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
B
u
s
P
E
R
R
0
1
緑

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

P
C
Iバ
ス
の
パ
リ
テ
ィ
エ
ラ
ー

C
o
r
0
B
u
s
S
E
R
R
0
1
緑

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
P
C
Iバ
ス
の
エ
ラ
ー

C
o
r
0
C
L
K
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

ク
ロ
ッ
ク
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
C
L
K
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

致
命
的
な
ク
ロ
ッ
ク
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
C
L
K
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

ク
ロ
ッ
ク
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
C
L
K
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

致
命
的
な
ク
ロ
ッ
ク
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
0
F
A
N
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
1異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
F
A
N
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
2異
常
警
告

C
o
r
0
F
A
N
A
l
m
0
3

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
3異
常
警
告

C
o
r
0
F
A
N
A
l
m
0
4

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
4異
常
警
告

C
o
r
0
F
A
N
A
l
m
0
5

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
5異
常
警
告

C
o
r
0
o
f
f
l
i
n
e

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
が
論
理
的
に
切
り
離
さ
れ

て
い
る

切
り
離
さ
れ
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ft
サ
ー
バ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
起
動

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し

な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守

サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
r
e
m
o
v
e
d

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
が
外
れ
て
い
る

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

C
o
r
0
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
0
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
0
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
0
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
温
度
（
上
限
値
）
異
常
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
o
r
1
+
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
+
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
2
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
2
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
2
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
2
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
3
.
3
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
3
.
3
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
3
.
3
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
3
.
3
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
5
.
0
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
5
.
0
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
o
r
1
+
5
.
0
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
+
5
.
0
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
-
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

-1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
-
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
-1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
-
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

-1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
-
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
-1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
B
u
s
P
E
R
R
0
1

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

P
C
Iバ
ス
の
パ
リ
テ
ィ
エ
ラ
ー

C
o
r
1
B
u
s
S
E
R
R
0
1

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
P
C
Iバ
ス
の
エ
ラ
ー

C
o
r
1
C
L
K
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

ク
ロ
ッ
ク
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
C
L
K
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

致
命
的
な
ク
ロ
ッ
ク
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
C
L
K
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

ク
ロ
ッ
ク
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
C
L
K
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
LO
C
K
ボ
ー
ド

致
命
的
な
ク
ロ
ッ
ク
（
上
限
値
）
異
常

C
o
r
1
F
A
N
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
1異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な

い
場
合
は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
F
A
N
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
2異
常
警
告



7-9

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
o
r
1
F
A
N
A
l
m
0
3

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
3異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
F
A
N
A
l
m
0
4

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
4異
常
警
告

C
o
r
1
F
A
N
A
l
m
0
5

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
5異
常
警
告

C
o
r
1
o
f
f
l
i
n
e

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
が
論
理
的
に
切
り
離
さ
れ

て
い
る

切
り
離
さ
れ
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ft
サ
ー
バ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
起

動
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実

装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
r
e
m
o
v
e
d

緑
点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
が
外
れ
て
い
る

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
T
e
m
p
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
o
r
1
T
e
m
p
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
o
r
1
T
e
m
p
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
o
r
1
T
e
m
p
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

P
C
Iモ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
温
度
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
I
E
R
R
0
0

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
内
部
エ
ラ
ー

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
I
E
R
R
0
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#2
内
部
エ
ラ
ー

C
P
U
I
E
R
R
2
0

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#1
内
部
エ
ラ
ー

C
P
U
I
E
R
R
2
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
内
部
エ
ラ
ー

C
P
U
T
-
T
r
i
p
0
0

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
熱
変
化
（
上
限
値
）
エ
ラ
ー

C
P
U
T
-
T
r
i
p
0
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#2
熱
変
化
（
上
限
値
）
エ
ラ
ー

C
P
U
T
-
T
r
i
p
2
0

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#1
熱
変
化
（
上
限
値
）
エ
ラ
ー

C
P
U
T
-
T
r
i
p
2
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
熱
変
化
（
上
限
値
）
エ
ラ
ー

C
P
U
0
+
1
2
s
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告



7-10

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
0
+
1
2
s
s
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
+
1
2
s
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
1
2
s
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
1
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

1.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
1
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
1.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
1
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

1.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
1
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
1.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
2
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告



7-11

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
0
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
3
.
3
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
5
.
0
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
b
r
o
k
e
n

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
故
障
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
0
F
A
N
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
1異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
F
A
N
A
l
m
0
3

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
2異
常
警
告

C
P
U
0
F
A
N
A
l
m
0
4

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

冷
却
フ
ァ
ン
3異
常
警
告

C
P
U
0
o
f
f
l
i
n
e

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
論
理
的
に
切
り
離
さ
れ

て
い
る

切
り
離
さ
れ
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ft
サ
ー
バ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
起
動

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し

な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守

サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
r
e
m
o
v
e
d

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
外
れ
て
い
る

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

C
P
U
0
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
温
度
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
V
c
c
p
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
動
作
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
(V
C
C
P
)

警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
V
c
c
p
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
動
作
電
圧
（
下
限
値
）
異

常
(V
C
C
P
)

C
P
U
0
V
c
c
p
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
動
作
電
圧
（
上
限
値
）
異
常
(V
C
C
P
)

警
告

C
P
U
0
V
c
c
p
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
動
作
電
圧
（
下
限
値
）
異

常
(V
C
C
P
)

C
P
U
0
V
t
t
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

1.
25
V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
V
t
t
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
1.
25
V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
V
t
t
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

1.
25
V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
V
t
t
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
1.
25
V
（
上
限
値
）
異
常
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
0
0
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
0
0
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
#1
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
0
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
0
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
#1
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
0
1
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
1
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
#2
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
0
1
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
0
1
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
#2
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
1
2
s
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
+
1
2
s
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
1
2
s
s
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
1
2
s
s
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
1
2
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
1
2
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
1
2
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

+1
2V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
1
2
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
+1
2V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
1
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

1.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
1
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
1.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
2
+
1
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

1.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
+
1
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
1.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
2
.
5
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
2
.
5
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
2
.
5
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
2
.
5
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

2.
5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
2
.
5
V
c
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
2.
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
3
.
3
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
3
.
3
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
3
.
3
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
3
.
3
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
3
.
3
v
s
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
3.
3V
（
上
限
値
）
異
常
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
2
+
5
.
0
v
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
+
5
.
0
v
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
5
.
0
v
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
5
.
0
v
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
5
.
0
v
s
A
l
m

0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
5
.
0
v
s
A
l
m

0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

5V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
+
5
.
0
v
s
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
5V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
b
r
o
k
e
n

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
故
障

C
P
U
2
F
A
N
A
l
m
0
1

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
1異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
F
A
N
A
l
m
0
3

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
2異
常
警
告

C
P
U
2
F
A
N
A
l
m
0
4

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

冷
却
フ
ァ
ン
3異
常
警
告

C
P
U
2
o
f
f
l
i
n
e

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
論
理
的
に
切
り
離
さ
れ

て
い
る

切
り
離
さ
れ
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ft
サ
ー
バ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
起

動
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実

装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
r
e
m
o
v
e
d

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
外
れ
て
い
る

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
度
抜
い
て
、
再
び
実
装
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
T
e
m
p
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
T
e
m
p
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
T
e
m
p
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
T
e
m
p
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
温
度
（
上
限
値
）
異
常
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
C
=

C
P
U
2
V
c
c
p
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
動
作
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
(V
C
C
P
)

警
告

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
V
c
c
p
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
動
作
電
圧
（
下
限
値
）
異

常
(V
C
C
P
)

C
P
U
2
V
c
c
p
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
動
作
電
圧
（
上
限
値
）
異
常
(V
C
C
P
)

警
告

C
P
U
2
V
c
c
p
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
動
作
電
圧
（
上
限
値
）
異

常
(V
C
C
P
)

C
P
U
2
V
t
t
A
l
m
0
0

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

1.
25
V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
V
t
t
A
l
m
0
2

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
1.
25
V
電
圧
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
V
t
t
A
l
m
0
7

ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

1.
25
V
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
V
t
t
A
l
m
0
9

ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
1.
25
V
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
0
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

内
部
の
フ
ァ
ン
に
埃
や
チ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
内
部
フ
ァ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
が
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
表
示
が
変
わ
ら
な
い
場
合

は
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

C
P
U
2
0
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
#1
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
0
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

C
P
U
#1
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
0
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

致
命
的
な
C
P
U
#1
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常

C
P
U
2
1
T
e
m
p
A
l
m
0
0
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
1
T
e
m
p
A
l
m
0
2
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
#2
の
温
度
（
下
限
値
）
異
常

C
P
U
2
1
T
e
m
p
A
l
m
0
7
ア
ン
バ
ー

点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

C
P
U
#2
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常
警
告

C
P
U
2
1
T
e
m
p
A
l
m
0
9
ア
ン
バ
ー

点
灯

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

致
命
的
な
C
P
U
#2
の
温
度
（
上
限
値
）
異
常
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
D
=

D
U
M
P
R
e
q
u
e
s
t
!

消
灯

－
D
U
M
P
ス
イ
ッ
チ
要
求

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

=
F
=

F
R
B
p
r
o
c
e
s
s
i
n
g

消
灯

ー
P
O
S
T
実
行
中
/O
S
起
動
中

正
常
動
作
し
て
い
ま
す
。

=
M
=

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#1
の
2B
itエ
ラ
ー

D
IM
M
交
換
が
必
要
で
す
。
保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
2

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#2
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
3

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#3
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
4

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#4
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
5

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#5
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
0
6

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#1

D
IM
M
#6
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
1

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#1
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
2

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#2
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
3

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#3
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
4

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#4
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
5

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#5
の
2B
itエ
ラ
ー

M
e
m
o
r
y
U
-
E
r
r
2
6

緑
点
滅

C
P
U
モ
ジ
ュ
ー
ル
#2

D
IM
M
#6
の
2B
itエ
ラ
ー

=
O
=

O
S
s
h
u
t
d
o
w
n
A
l
m

消
灯

－
ウ
ォ
ッ
チ
ド
ッ
ク
タ
イ
マ
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

に
よ
る
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
（
致
命
的
）

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

=
P
=

P
o
w
e
r
O
f
f

消
灯

ー
D
C
O
FF
の
状
態

－
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表
　
示

S
T
A
T
U
S
ラ
ン
プ

対
象
モ
ジ
ュ
ー
ル

意
　
味

対
処
方
法

色
状
態

=
S
=

S
S
R
p
r
o
c
e
s
s
i
n
g

消
灯

ー
リ
カ
バ
リ
ー
ブ
ー
ト
中

D
U
M
P
採
取
中
で
す
。

=
W
=

W
D
T
t
i
m
e
o
u
t

消
灯

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ド
ッ
ク
タ
イ
マ
の
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
発
生
（
致
命
的
）

保
守
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

キーボードコントローラのエラーを
示すメッセージ

Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX
:

CPU=Pentium III Processor XXX MHz
0640K System RAM Passed
0127M Extended RAM Passed
WARNING
0212: Keybord Controller Failed.

:

Press <F1> to resume, <F2> to setup

ヒント 

以下に記載されているPOSTのエラーメッセージ一覧はExpress5800/ftサーバ単体のもので
す。マザーボードに接続されているオプションのPCIボードなどに搭載されているBIOSの
エラーメッセージとその対処方法についてはオプションに添付の説明書を参照してください
（Express5800/ftサーバのマザーボードにSCSIコントローラが搭載されている場合はこれら
のメッセージも含まれています）。

POST中のエラーメッセージ

Express5800/ftサーバの電源をONにすると自
動的に実行される自己診断機能「POST」中に何ら
かの異常を検出すると、ディスプレイ装置の画
面にエラーメッセージが表示されます（場合に
よってはその対処方法も表示されます）。次の表
に、画面に表示されるメッセージとその意味、
対処方法を示します。

ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 原因 対処方法

0200 Failure Fixed Disk ハードディスク
エラー。

(a) セットアップメニューの
　 設定ミスです。
(b) ハードディスクドライブが
　 故障しています。
(c) CPUモジュールボードが故
　 障しています。
(d) PCIモジュールボードが故
　 障しています。

(a) セットアップメニューの
　 設定を調べてください。
(b) ハードディスクドライブを
　 交換してください。
(c) CPUモジュールボードを交
　 換してください。
(d) PCIモジュールボードを交
　 換してください。

0210 Stuck Key キーボード接続
エラー。

キーボードの接続不良です。 (a) キーボードを接続し直してく
　 ださい。
(b) キーボードを交換してくださ
　 い。
(c) PCIモジュールボードを交
　 換してください。

0211 Keyboard error キーボードエラー。 キーボードが故障していま
す。

(a) キーボードの接続状態を
　 確認してください。
(b) サーバを再起動させてく
　 ださい。
(c) PCIモジュールボードを交
　 換してください。

0212 Keyboard Controller
Failed

キーボードコント
ローラエラー。

キーボードコントローラが故
障しています。

0213 Keyboard locked -
Unlock key switch

キーボードがロック
されている。

キーボードがロックされてい
ます。

キースイッチのロックを解除し
てください。

0220 Monitor type does not
match CMOS - Run
SETUP

モニタの種類が
CMOSと合っていな
い。

モニタ種類の設定ミスです。 (a) セットアップメニューか
　 らGet Default Valueを選ん
　 でください。
(b) CMOSをクリアしてくだ
　 さい。
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

0320 tadeliaFMARmetsyS
tesffo

ムテスシ MAR の
。ーラエ

MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

1320 tadeliaFMARwodahS
tesffo

MARwodahS の
。ーラエ

MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

2320 tadeliaFMARdnetxE
enilsserdda

張拡 MAR 。ーラエの MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

3320 gniximepytyromeM
detceted

在混が類種のリモメ
。るいてし

の類種う違 MMID ートスンイが
。すまいてれさル

るす奨推の社弊 MMID し換交に
。いさだくて

4320 rorreCCEtib-elgniS 1 トッビ CCE 。ーラエ MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

5320 rorreCCEtib-elpitluM 2 トッビ CCE 。ーラエ MMID 。すまいてし障故が )a( MMID 。いさだくてし換交を
)b( UPC 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

0520 daedsiyrettabmetsyS
nurdnaecalpeR-

PUTES

寿リテッバムテスシ
。命

MARvN で命寿がリテッバの
。す

ICP くてし換交をドーボルーュジモ
。いさだ

1520 SOMCmetsyS
tluafeD-dabmuskcehc

desunoitarugifnoc

SOMC サクッェチの
。ーラエム

MARvN 。すまいてし障故が )a( をーュニメプッアトッセ
。いさだくてし定設再　

ICP)b( 換交をドーボルーュジモ
　 。いさだくてし

2520 muskcehcdrowssaP
deraelcdrowssaP-dab

ッェチのドーワスパ
。ーラエムサク

MARvN 。すまいてし障故が )a( でーュニメプッアトッセ
くてし定設再をドーワスパ　

。いさだ　
ICP)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

0620 rorreremitmetsyS エのマイタムテスシ
。ーラ

ICP ドーボルーュジモ てし障故が
。すまい

ICP くてし換交をドーボルーュジモ
。いさだ

0720 rorrekcolcemitlaeR CTR 。ーラエ CTR 。すまいてし障故が ICP くてし換交をドーボルーュジモ
。いさだ

1720 emitdnaetadkcehC
gnittes

が定設の刻時と付日
。正不

CTR 障故が定設刻時と付日の
。すまいてし

)a( でーュニメプッアトッセ
だくてし定設を刻時と付日　

。いさ　
ICP)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

0820 toobsuoiverP
tluafeD-etelpmocni

desunoitarugifnoc

に常正が動起の回前
。いないてし了終

定設のーュニメプッアトッセ
。すでスミ

を定設のーュニメプッアトッセ
。いさだくてし認確

0B20 rorreAevirdetteksiD クスィデーピッロフ
ブイラド A 。ーラエの

ブイラドクスィデーピッロフ A
。すでーラエの

ブイラドクスィデーピッロフ A
。いさだくてし換交を

2B20 -epytAevirDtcerrocnI
PUTESnur

ブイラド A 間が類種の
。るいてっ違

定設のーュニメプッアトッセ
。すでスミ

し定設をーュニメプッアトッセ
。いさだくて

0D20 -rorreehcacmetsyS
delbasidehcaC

UPC エのュシッャキ
。ーラ

UPC)a( 。すまいてし障故が
UPC)b( モ ドーボルーュジ 故が

。すまいてし障　

UPC)a( 。いさだくてし換交を
UPC)b( 換交をドーボルーュジモ

　 。いさだくてし

B1B0 nororrEmetsySICP
noitcnuF/eciveD/suB

ICP ムテスシのスバ
。ーラエ

ICP まいてし障故がスイバデ
。す

ICP)a( 　換交をドーボスイバデ
。いさだくてし

ICP)b( うもをドーボスイバデ
さだくてし直け付り取度一　

。い　
ICP)c( 定設のドーボスイバデ

。いさだくてし直りやを

C1B0 nororrEytiraPICP
noitcnuF/eciveD/suB

ICP ィテリパのスバ
。ーラエ

ICP まいてし障故がスイバデ
。す

22B0 tuodellatsnierasUPC
redrofo

UPC 。障故の UPC 。すまいてし障故が UPC 。いさだくてし換交を
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 因原 法方処対

82B0 rossecorPdetroppusnU
1rossecorPnodetceted

ッセロプのトーポサ未
サ )UPC( け付り取を
るいて

サッセロプのトーポサ未
)UPC( が 1rossecorP り取に

。すまいてれらけ付

るいてしトーポサが置装本 UPC
。いさだくてし換交に

92B0 rossecorPdetroppusnU
2rossecorPnodetceted

ッセロプのトーポサ未
サ )UPC( け付り取を
るいて

サッセロプのトーポサ未
)UPC( が 2rossecorP り取に

。すまいてれらけ付

るいてしトーポサが置装本 UPC
。いさだくてし換交に

03B0 mralA1#NAFUPC
derrucco

。ーラエのンァフ )a( っまたがミゴに中のンァフ
。すまいて　

)b( 。すまいてし障故がンァフ
UPC)c( 故がドーボルーュジモ

。すまいてし障　

)a( さだくてし換交をンァフ
。い　

)b( くし正をルブーケのンァフ
。いさだくてし続接　

UPC)c( 交をドーボルーュジモ
。いさだくてし換　

13B0 mralA2#NAFUPC
derrucco

23B0 mralA3#NAFUPC
derrucco

。ーラエのンァフ )a( っまたがミゴに中のンァフ
。すまいて　

)b( 。すまいてし障故がンァフ
UPC)c( 故がドーボルーュジモ

。すまいてし障　

)a( さだくてし換交をンァフ
。い　

)b( くし正をルブーケのンァフ
。いさだくてし続接　

UPC)c( 交をドーボルーュジモ
。いさだくてし換　

04B0 metsySdilavnI
ataDnoitarugifnoC

故のムテスシ成構器機
。障

ICP/UPC がドーボルーュジモ
。すまいてし障故

ICP/UPC ドーボルーュジモ を
。いさだくてし換交

14B0 noitarugifnoCmetsyS
rorredaeRataD

のターデ成構ムテスシ
。ーラエドーリ

ICP/UPC がドーボルーュジモ
。すまいてし障故

ICP/UPC ドーボルーュジモ を
。いさだくてし換交

24B0 tcilfnoCecruoseR ICP 不の成構スーソリ
。正

PUTES 。すでスミ定設の PUTES 直し定設を成構器機で
。いさだくてし

34B0 tonQRI:gninraW
derugifnoc

TNIICP 。正不の成構 PUTES 。すでスミ定設の PUTES さだくてし直し定設で
。い

44B0 tonmoRnoisnapxE
dezilaitini

張拡 MOR の中化期初
。ーラエ

PUTES 。すでスミ定設の PUTES ンョシプオいな要必で
の ICP 張拡のドーカ MOR 開展の

。いさだくてし止禁を

54B0 noitarugifnoCmetsyS
rorreetirWataD

のターデ成構ムテスシ
。ーラエトイラ

ICP/UPC がドーボルーュジモ
。すまいてし障故

ICP/UPC ドーボルーュジモ を
。いさだくてし換交

74B0 emitdnaetadgnissiM
noitazinorhcnys

敗失に理処期同の時日
いてっなと正不、し

。る

CMB の時日りよに常異信通間
。すまいてれ壊が定設の

)a( だくてし動起再をムテスシ
。いさ　
PUTES)b( し直し定設を時日で
。いさだくて　

は合場いなら直もでれそ ICP
ルーュジモ をドーボ くてし換交
。いさだ

94B0 teseRdeussiCMB
deliaftub,dnammoC

teseRmetsyS

CMB ムテスシるよに
なし能機がトッセリ

。い

CMB きがドンマコトッセリの
でトッセリをムテスシ、ずか

。んせまき

ICP ルーュジモ をドーボ てし換交
。いさだく
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 原因 対処方法

0B6E DIMMs are installed
out of order

DIMMの故障。 DIMMが故障しています。 DIMMを交換してください。

0B70 The error occurred
during temperature
sensor reading

温度情報取得中にエ
ラーが発生。

(a) SMBusが故障していま
　 す。
(b) 温度センサが故障してい
　 ます。

CPU/PCIモジュールボードか
バックパネルボードを交換して
ください。

0B71 System temperature
out of Range

システム内温度が異
常。

(a) システムを運用する環境温
　 度が規定温度範囲外です。
(b) ファンが故障しています。
(c) CPU/PCIモジュールボード
　 が故障しています。

(a) セットアップメニューの設
　 定を確認してください。
(b) ファンを掃除してくださ
　 い。
(c) ファンを交換してくださ
　 い。
(d) CPU/PCIモジュールボードを
　 交換してください。

0B80 BMC Memory Test
Failed

BMCデバイスの
故障。

BMCが故障しています。 PCIモジュールボードを交換して
ください。

0B81 BMC Firmware Code
Area CRC check failed

0B82 BMC core Hardware
failure

0B83 BMC IBF or OBF check
failed

BMCアクセスでの
故障。

0B90 BMC Platform
Information Area
corrupted

BMCデバイスの
故障。

BMCが故障しています。 PCIモジュールボードを交換して
ください。

0B91 BMC update firmware
corrupted

0B92 Internal Use Area of
BMC FRU corrupted

SROMのシャーシ
情報のエラー。

(a) SROMが故障しています。
(b) BMCが故障しています。

(a) バックパネルボードを交換
　 してください。
(b) PCIモジュールボードを交
　 換してください。

0B93 BMC SDR Repository
empty

BMCデバイスの
故障。

BMCが故障しています。 PCIモジュールボードを交換して
ください。

0B94 IPMB signal lines do
not respond

SMCの故障。

0B95 BMC FRU device
failure

SROMのシャーシ
情報の故障。

0B96 BMC SDR Repository
failure

BMCデバイスの
故障。

0B97 BMC SEL device failure

0B98 BMC SEL Overflow SELのオーバー
フロー。

SEL (システムイベントログ)
がオーバーフローを起こして
います。

必要のないSELを削除してくだ
さい。

0BB0 SMBIOS - SROM data
read error

SROM読み取り中の
エラー。

(a) SROMが故障しています。
(b) バックパネルボードが故障
　 しています。

バックパネルボードを交換して
ください。

0BB1 SMBIOS - SROM data
checksum bad

SROMのチェック
サムのエラー。

0BD0 1st SMBus device
address not
acknowledged

PCIモジュールボード
＃1上のSMBusの故
障。

各ボードが故障しています。 (a) ケーブルの接続を確認して
　 ください。
(b) 各ボードを交換してくださ
　 い。

0BD1 1st SMBus device Error
detected

0BD2 1st SMBus timeout
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 原因 対処方法

0BD3 2nd SMBus device
address not
acknowledged

C P U モ ジ ュ ー ル
ボード＃1のSMBusの
故障。

各ボードが故障しています。 (a) ケーブルの接続を確認して
　 ください。
(b) 各ボードを交換してくださ
　 い。

0BD4 2nd SMBus device
Error detected

0BD5 2nd SMBus timeout

0BD6 3rd SMBus device
address not
acknowledged

本装置では3rd SMBus
は未使用のため表示さ
れません。

0BD7 3rd SMBus device
Error detected

0BD8 3rd SMBus timeout

0BD9 4th SMBus device
address not
acknowledged

C P U モ ジ ュ ー ル
ボード＃2のSMBusの
故障。

0BDA 4th SMBus device
Error detected

0BDB 4th SMBus timeout

0BDC 5th SMBus device
address not
acknowledged

本装置では5th SMBus
は未使用のため表示さ
れません。

0BDD 5th SMBus device
Error detected

0BDE 5th SMBus timeout

0BDF 6th SMBus device
address not
acknowledged

本装置では6th SMBus
は未使用のため表示さ
れません。

0BE0 6th SMBus device
Error detected

0BE1 6th SMBus timeout

0BE2 7th SMBus device
address not
acknowledged

バックパネルボード上
のSMBusの故障。

0BE3 7th SMBus device
Error detected

0BE4 7th SMBus timeout

0BE5 8th SMBus device
address not
acknowledged

PCIモジュールボード
＃2上のSM B u sの
故障。

0BE6 8th SMBus device
Error detected

0BE7 8th SMBus timeout

0BF0 Vendor ID cannot be
retrieved from BP
IDPROM

バックパネルボード
のSROMからベンダ
IDの取り出しに失敗
した。

バックパネルボードの故障で
す。

バックパネルボードを交換して
ください。

0BF1 System Structure
cannot be retrieved
from BP IDPROM

バックパネルボード
のSROMからシステム
構成の取り出しに失敗
した。

バックパネルボードの故障で
す。

バックパネルボードを交換して
ください。

0C00 Rompilot reports error
number xx

Rompilot初期化中のエ
ラー。

(a) SETUPの設定ミスです。
(b) CPU/PCIモジュール
　 ボードが故障しています。

(a) Rompilotを再構成してくだ
　 さい。
(b) CPU/PCIモジュールボードを
　 交換してください。

8600 No working DQS value
found

DQS未検出。 (a) DIMMが故障しています。
(b) 未サポートのDIMMです。

(a) DIMMを交換してください。
(b) 弊社の推奨するDIMMに交　
　 換してください。
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 原因 対処方法

8610 MAC Address update
failed - CoreI/O#0
10/100Mbit Ethernet
Controller

PCIモジュールボード
＃1のオンボード上
の10/100Mbit
Ethernet Controllerへ
のMAC Address設定
処理に失敗。

MAC Address設定時、FRB2
Timeoutが発生し、書き換えに
失敗しました。

(a) バックパネルボードを交換
　 してください。
(b) PCIモジュールボード#1を
　 交換してください。

8611 MAC Address update
failed - CoreI/O#0 Gbit
Ethernet Controller

PCIモジュールボード
＃1のオンボード上
のGbit Ethernet
ControllerへのMAC
Address設定処理に
失敗。

MAC Address設定時、FRB2
Timeoutが発生し、書き換えに
失敗しました。

(a) バックパネルボードを交換
　 してください。
(b) PCIモジュールボード#1を
　 交換してください。

8612 MAC Address update
failed - CoreI/O#1
10/100Mbit Ethernet
Controller

PCIモジュールボード
＃2のオンボード上
の10/100Mbit
Ethernet Controllerへ
のMAC Address設定
処理に失敗。

MAC Address設定時、FRB2
Timeoutが発生し、書き換えに
失敗しました。

(a) バックパネルボードを交換
　 してください。
(b) PCIモジュールボード#2を
　 交換してください。

8613 MAC Address update
failed - CoreI/O#1 Gbit
Ethernet Controller

PCIモジュールボード
＃2のオンボード上
のGbit Ethernet
ControllerへのMAC
Address設定処理に
失敗。

MAC Address設定時、FRB2
Timeoutが発生し、書き換えに
失敗しました。

(a) バックパネルボードを交換
　 してください。
(b) PCIモジュールボード#2を
　 交換してください。
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ビープ音によるエラー通知

POST中のエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。
たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った(ビープコード：
1-3-1-1)ときはDRAMリフレッシュテストエラーが起きたことを示します。

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。

ビープコード 意　味 対処方法

1-2-2-3 ROMチェックサムエラー 保守サービス会社に連絡して、
CPUモジュールボードを交換し
てください。

1-1-2-4 ROMEXECコードエラー DIMMの取り付け状態を確認して
ください。それでも直らない場
合は保守サービス会社に連絡し
て、DIMM、CPUモジュール
ボードを交換してください。

1-3-1-1 DRAMリフレッシュテストエラー

1-3-1-3 キーボードコントローラエラー キーボードを接続し直してくだ
さい。それでも直らない場合は
保守サービス会社に連絡して、
CPUモジュールボードを交換し
てください。

1-3-3-1 メモリを検出できない。あるい
は、DIMMのタイプが異なる

DIMMの取り付け状態を確認して
ください。それでも直らない場
合は保守サービス会社に連絡し
て、DIMM、CPUモジュール
ボードを交換してください。

1-3-3-2 POST Memory Managerの初期設定
エラー

1-3-4-1 RAMアドレスエラー

1-3-4-3 RAM LOWバイトデータエラー

1-4-1-1 RAM HIGHバイトデータエラー

2-2-3-1 不正割り込みテストエラー 保守サービス会社に連絡してく
ださい。

2-1-2-3 COPYRIGHTチェックエラー

1-2 VIDEO BIOSの初期化エラー ディスプレイ装置になにも表示
されない場合は、ディスプレイ
のコネクタの取り付け状態を確
認してください。それでも直ら
ない場合は保守サービス会社に
連絡して、CPUモジュールボー
ドを交換してください。
増設したPCIボードのオプショ
ンROMの展開が表示されない場
合は、PCIボードの取り付け状態
を確認してください。それでも
直らない場合は、保守サービス
会社に連絡して、CPUモジュー
ルボード、PCIモジュールボー
ド、増設したPCIボードを交換し
てください。

オプションROM初期化エラー

オプションROM展開エラー
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Linuxのエラーメッセージ

Express5800/ftサーバは障害などが発生すると、コンソール画面にメッセージを表示しま
す。また、同様の内容がシステムログとして記録されます。
以下に、syslogメッセージおよびコンソール上のメッセージ、その意味、および対処方法を
示します。

メッセージ メッセージの説明 対処方法

FT [dev.no] opstate SIMPLEX to DUPLEX SIMPLEX状態から二重化し
ました。

正常動作していま
す。

FT [dev.no] opstate ONLINE to DUPLEX オンライン状態から二重化し
ました。

FT [dev.no] opstate INITIALIZING to DUPLEX 初期化状態から二重化しまし
た。

FT [dev.no] opstate BROKEN to DUPLEX 故障状態から二重化しまし
た。

FT [dev.no] opstate INITIALIZING to DIAGNOSTICS 初期化状態から診断状態にな
りました。

FT [dev.no] opstate INITIALIZING to ONLINE 初期化状態からオンライン状
態になりました。

FT [dev.no] opstate ONLINE to INITIALIZING オンラインから初期化状態に
なりました。

FT [dev.no] opstate DIAGNOSTICS to DIAGNOSTICS_PASSED 診断を終了しました。

FT [dev.no] opstate UNKNOWN to INITIALIZING 初期化されていない状態から
初期化処理に移行しました。

FT [dev.no] opstate SIMPLEX to BROKEN SIMPLEX状態から故障状態
になりました。

保守サービス会社に
連絡してください。

FT [dev.no] opstate UNKNOWN to EMPTY 状態不明の装置が未接続状態
になりました。

FT [dev.no] opstate INITIALIZING to BROKEN デバイスの起動に失敗しまし
た。

再度、起動し直しま
す。それでも起動し
ない場合は、保守サ
ービス会社に連絡し
てください。

FT [dev.no] operation BRINGUP failed

FT [dev.no] 　　info error initializing PCI slots PCIスロットの初期化に失敗
しました。

該当するPCIスロット
に機器が接続されて
いなければ問題あり
ません。そうでない
場合は、ボードが故
障しているおそれが
あります。保守サー
ビス会社に連絡して
ください。

FT [dev.no]　　info unable to access all offline memory
FT [dev.no]　　info unable to clear hardware reset
FT [dev.no]　　info unable to collect inventory
FT [dev.no]　　info unable to configure chipset
FT [dev.no]　　info unable to copy shadow memory
FT [dev.no]　　info unable to map BIOS
FT [dev.no]　　info unable to map firmware
FT [dev.no]　　info unable to power on CRU
FT [dev.no]　　info unable to read gpr0
FT [dev.no]　　info unable to set DIMM SPD

HWの状態が不正です。 保守サービス会社に
連絡してください。

FT [dev.no]　　info unable to read system MAC address 装置のNICからMACアドレ
スが読み出せませんでした。

FT [dev.no]　　info BIOS incompatible
FT [dev.no]　　info BIOS mismatch
FT [dev.no]　　info multiple BIOS miscompare

BIOSの状態が不正です。

FT [dev.no]　　info failed to update firmware
FT [dev.no]　　info firmware does not match
FT [dev.no]　　info firmware file error
FT [dev.no]　　info firmware image invalid

装置のfirmwareが不正です。
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サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ

ESMPRO/ServerAgentやESMPRO/ServerManagerなどExpress5800/ftサーバ専用の
管理ツールをExpress5800/ftサーバや管
理PCへインストールしておくと、何らか
の障害が起きたときに管理 P C や
Express5800/ftサーバに接続している
ディスプレイ装置から障害の内容を知るこ
とができます。

各種アプリケーションのインストールや運
用方法については5章、別冊のユーザーズ
ガイド（セットアップ編）、またはオンラインドキュメントを参照してください。
ESMPROを使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプや別売の
「ESMPROシステム構築ガイド」で詳しく説明されています。
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トラブルシューティング
Express5800/ftサーバが思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って
Express5800/ftサーバをチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その
後の確認、処理に従ってください。
それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録してから、保
守サービス会社に連絡してください。

Express5800/ftサーバについて

電源がONにならない

□ 電源がExpress5800/ftサーバに正しく供給されていますか？
→ 電源コードがExpress5800/ftサーバの電源規格に合ったコンセント（または
UPS）に接続されていることを確認してください。

→ 本体に添付の2本の電源コードが正しく接続されていることを確認してくださ
い。

→ Express5800/ftサーバに添付の電源コードを使用してください。また、電源
コードの被覆が破れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確
認してください。

→ 接続したコンセントのブレーカがONになっていることを確認してください。
→ UPSに接続している場合は、UPSの電源がONになっていること、およびUPS
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくはUPSに添付の
説明書を参照してください。
また、Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでUPSとの
電源連動機能の設定ができます。
<確認するメニュー: 「System Hardware」 → 「AC-LINK」→ 「Power On」>

□ POWERスイッチを押しましたか？
→ Express5800/ftサーバ前面に2つのPOWERスイッチがありますが、POWER
スイッチのランプが点灯しているほうのPOWERスイッチを押して電源をONに
してください。

□ CPU/PCIモジュールは正しく取り付けられていますか？
→ Express5800/ftサーバにCPU/PCIモジュールが正しく取り付けられているこ
とを確認してください。CPU/PCIモジュールはハンドルにあるネジで確実に固
定してください。

電源がOFFにならない

□ POWERスイッチの機能を無効にしていませんか？
→ いったんExpress5800/ftサーバを再起動して、BIOSセットアップユーティリ
ティを起動してください。
<確認するメニュー:「Security」→「Power Switch Mask」→「Unmasked」>

□ POWERスイッチを押下する以外の方法で電源をOFFにしようとしていませんか？
→ shutdownコマンド等のソフトウェアのコマンドでは、装置の電源をOFFに
することはできません。POWERスイッチを押して電源をOFFにしてください。
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POSTが終わらない

□ メモリが正しく搭載されていますか？
→ 最低1組（2枚）のDIMMが搭載されていないと動作しません。

□ 大容量のメモリを搭載していますか？
→ 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ
ります。しばらくお待ちください。

□ Express5800/ftサーバの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？
→ 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、POSTは誤ってキーボードコン
トローラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、BIOSの起動メッセー
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよう注意して
ください。

□ Express5800/ftサーバで使用できるメモリ・PCIカードを搭載していますか？
→ 弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。

デバイス（内蔵・外付け）にアクセスできない

□ ケーブルは正しく接続されていますか？
→ インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されていること
を確認してください。また接続順序が正しいかどうか確認してください。

□ Express5800/ftサーバで使用できる機器ですか？
→ 弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。

□ 電源ONの順番を間違っていませんか？
→ 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、Express5800/ftサー
バの順に電源をONにします。

□ ドライバをインストールしていますか？
→ 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも
のがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストールし
てください。

→ シリアルポートに接続しているデバイスについては、I/Oポートアドレスや動作
モードの設定が必要なものもあります。デバイスに添付の説明書を参照して
正しく設定してください。
<確認するメニュー: 「Advanced」 → 「Peripheral Configuration」>

□ SCSIコントローラ（Fibre Channelコントローラを含む）の設定を間違えていません
か？
→ 内蔵SCSIコントローラにSCSI機器を接続している場合は、BIOSセットアップ
ユーティリティで設定を確認してください。

□ SCSI機器の設定を間違えていませんか？
→ 外付けSCSI機器を接続している場合は、SCSI IDや終端抵抗などの設定が必要
です。詳しくはSCSI機器に添付の説明書を参照してください。

□ SCSIドライバが対象機器を認識していますか？
→ SCSIドライバが対象機器を認識しているか、以下のコマンドを実行して確認し
てください。

>cat /proc/scsi/scsi
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□ 該当SCSI機器に対応するドライバがカーネルにロードされていますか？
→ 該当SCSI機器に対応するドライバがカーネルにロードされているか、以下の
コマンドを実行して確認してください。

>lsmod

CPUが二重化しない

→ メモリの構成はあっているか確認してください。
→ 弊社以外(サードパーティ)のCPUやメモリ(DIMM)を実装していないか確認して
ください。

ディスクの二重化設定ができない

→ ユーザーズガイドに記載されている手順通りにRAIDの構築（故障交換後の再構
築含む）を実施しないと、RAIDが（再）構築できない場合があります。手順を確
認してください。

キーボードやマウスが正しく機能しない

□ ケーブルは正しく接続されていますか？
→ Express5800/ftサーバ背面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認
してください。

□ Express5800/ftサーバで使用できるキーボード・マウスですか？
→ 弊社が指定する機器以外は動作の保障できません。

□ BIOSの設定を間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでキーボードの機
能を変更することができます。BIOSセットアップユーティリティで設定を確認
してください。
<確認するメニュー: 「Advanced」 → 「Keyboard Features」>

□ PS2-USB変換コネクタを使用していませんか？
→ PS2-USB変換コネクタはサポートしていません。弊社指定のキーボード・マウ
スを接続してください。

□ システム再インストール時にサーバスイッチユニットを接続していませんか？
→ システム再インストール時にサーバスイッチユニットを接続していた場合、
起動時にgpmサービスはスタートしますがコンソールマウスが使用できませ
ん。mouseconfigコマンドでUSB3ボタンマウスを選択し、以下のコマンドで
gpmを再起動させてください。再起動することで使用可能となります。

>service gpm restart

画面が止まり、キーボードやマウスが機能しなくなる

→ メモリをたくさん搭載した場合、システム起動中やCPUモジュールの二重化
中、メモリコピーに時間がかかり、このときシステムは止まりますが、故障で
はありません。

フロッピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みが）できない

□ フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？
→ フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくだ
さい。
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□ 書き込み禁止にしていませんか？
→ フロッピーディスクのライトプロテクトスイッチのノッチを「書き込み可」に
セットしてください。

□ フォーマットしていますか？
→ フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたディスクを
フォーマットしてください。フォーマットの方法については、OSに添付の
説明書を参照してください。

上記のいずれかの方法でもアクセスできない場合は、以下の操作を行い、
再度、アクセスできるか確認してください。

1. root権限のあるユーザーでログインする。

2. 以下に示すコマンドでディレクトリを作成する。

# mkdir /mnt/floppy

コマンドを実行した結果、すでに作成されていると表示されても問題はあり
ません。

3. 以下のコマンドを実行する。

# modprobe usb-storage

4. 以下に示すコマンドを実行し、フロッピーディスクにアクセスできることを
確認する。

# mount /dev/sdg /mnt/floppy

なお、上記はUSBフロッピーデバイスがsdgで認識され、フロッピーディスク
がMS-DOSフォーマットされている際の一例です。

上記の手順でフロッピーディスクにアクセスできる場合は、再起動したとき
に、usb-storageが自動的にロードされるように、/etc/rc.d/rc.modulesに
以下の行に追加してください。追加後は上記手順4の操作でフロッピーディスク
ドライブがマウントできます。

modprobe usb-storage

CD-ROMにアクセスできない

□ CD-ROMドライブのトレーに確実にセットしていますか？
→ トレーにはCD-ROMを保持するホルダーがあります。ホルダーで確実に保持さ
れていることを確認してください。

□ Express5800/ftサーバで使用できるCD-ROMですか？
→ Macintosh専用のCD-ROMは使用できません。
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□ PCIモジュールが切り離されて(=オフライン状態となって)いませんか？
→ 切り離されているPCIモジュールのCD-ROMドライブは使用できません。
また、切り離されている側のCD-ROMドライブをマウント（mount）しようとす
ると以下エラーをOSが表示し、OSが二重化していない状態の情報を元に
CD-ROMドライブ組み込みを行おうとし続けるため、以降、二重化に復帰して
もCD-ROMドライブにアクセスできない状態となってしまいますのでご注意く
ださい（復旧にはシステムの再起動が必要となります）。

status timeout: status=0xff { Busy }
drive not ready for command
ATAPI reset timed-out, status=0xff
reset timed-out, status=0xff

□ CD-ROMデバイスをマウントしていますか？
→ 以下の操作を行い、再度アクセスできるか確認してください。

1. root権限のあるユーザーでログインする。

2. PCIモジュール(グループ1用)のCD-ROMドライブにCD-ROM媒体をセット
し、以下コマンドを実行する。
# mount /mnt/cdrom

なお、PCIモジュール（グループ2用）のCD-ROMドライブを使用する場合は
以下コマンドを実行してください。
# mount /mnt/cdrom1

□ 正しいデバイスをマウントしていますか？
→ PCIモジュール（グループ1用）を使用する際は/mnt/cdromを、PCIモジュール
（グループ2用）を使用する際は/mnt/cdrom1をそれぞれマウントしてください。

ハードディスクドライブにアクセスできない

□ Express5800/ftサーバで使用できるハードディスクドライブですか？
→ 弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。

□ ハードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？
→ ハードディスクドライブのハンドルにあるレバーで確実にロックしてくださ
い。不完全な状態では、内部のコネクタに接続されません（8-9ページ参照）。ま
た、正しく接続されている場合、Express5800/ftサーバの電源がONの間、
ハードディスクドライブにあるランプが点灯します。

OSを起動できない

□ フロッピーディスクをセットしていませんか？
→ フロッピーディスクを取り出して再起動してください。

□「EXPRESSBUILDER」CD-ROMをCD-ROMドライブにセットしていませんか？
→「EXPRESSBUILDER」CD-ROMを取り出して再起動してください。

□ OSが破損していませんか？
→ 別冊のユーザーズガイド（セットアップ編）の「システムの修復」（6-2ページ）を参
照してfsckによる修復を試してください。

□ grubを使用していますか？
→ /etc/grub.confが正しく設定されていることを確認してください。
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OSの動作が不安定

□ カーネルを変更していませんか？
→ 一般カーネル向けの修正物件を適用したり、本装置用にインストールされた
カーネルを変更していないことを確認してください。

□ /devや /proc以下のディレクトリやファイルにアクセスしていませんか？
→ Express5800/ftサーバは、以下に示すディレクトリにシステムの運用や管理に
関する情報を頻繁に保存・更新しています。そのため、以下のディレクトリ
配下をコマンド等でアクセスした場合、フォールトトレラント機能に影響を
与え、システムの動作を不安定にするおそれがありますので、アクセスしない
でください。

/dev/mem
/proc/kcore
/proc/bus
/proc/ft/bb/cpu[0,1]/dump
/proc/ide

□ konを動作させていませんか？
→ konはftサーバユーティリティとの組み合わせで使用した際に日本語表示が可能
であることのみ確認しています。konは、Express5800/ftサーバでサポートさ
れていないグラフィックスインタフェースを使用するため、ftサーバユーティ
リティとの組み合わせ以外での使用は正常に動作しない可能性があります。
konを動作させている場合は<Ctrl>+<D>キーを押すか、もしくはexitコマンド
でkonを終了させてください。

Linuxを正しくインストールできない

□ インストール時の注意事項を確認していますか？
→ インストール時の注意事項を再度、確認してください。

□ 正しい手順でインストールしていますか？
→ インストール手順を再度、確認し、正しい手順でインストールしてください。

PCIモジュールの障害によりPCIフェイルオーバ後、コンソールの文字が判別できなく
なった

→ ごくまれにPCIモジュールのフェイルオーバの際に、コンソールの画面が乱れる
ことがありますが、装置の動作には問題ありません。以下のコマンドを実行し
てください。

> /sbin/setsysfont

システム起動時にリブートを繰り返す

□ BIOS設定の[Boot Monitoring Time-out Period]の設定値は妥当ですか？
→ お客様の環境に合わせて[Boot Monitoring Time-out Period]の値を適宜変更
してください。

詳細については、4-14ページの「Monitoring Configuration」を参照してください。
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ディスクのアクセスランプが点灯しない

→ アクセスが過多の時、点滅が頻繁に起こり、消灯しているように見えることが
あります。アクセスが減少したときに緑色に点滅している、またはアクセスが
止まったときに緑色に点灯していることを確認してください。

使用していない(ケーブルを接続しない)LANカードが故障の状態に見える

→ 装置に接続されているLANカードを使用していない(ケーブルを接続しない)場
合、そのポートは故障と判断されるため、ESMPRO/ServerManagerの、デー
タビューアの[FtServer]-[PCIモジュール]-[イーサネットボード]の状態色は赤
(異常)、また統合ビューアのサーバの状態色も赤(異常)となります。この状態を
回避するには、未使用のLANカード同士をLANケーブル(クロス)で接続して下
さい。

イベントログについて

システムイベントログに、ESMCpuPerf関連のログが記録される

→ システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、OSからパフォーマ
ンス情報が取得できないことを検出した場合にESMPRO/ServerAgentでは以
下のイベントログを登録致しますが、システムの運用に特に問題はありません
(説明中のYとx: 英数字・YYYYは取得できない場合もあります)。

「ソース : ESMCpuPerf
ID : 9005
説　明 : システムのパフォーマンス情報が取得できない状態です(YYYY

Code=xxxx)」

なお、情報が取得できない場合には、負荷率は0％として扱うため、連続して情
報が取得できない事象が発生した場合、CPU負荷率は実際値よりも低く表示さ
れる場合があります。

アプリケーションイベントログにEvntAgnt のログが記録される

→ このイベントはシステムに対する影響はなく（SNMPサービスに対する影響もあ
りません）、対処を行わなくても問題はありません。

「ソース : EvntAgnt
ID : 1003
説明 : TraceFileName パラメータがレジストリにありません。使用し

た既定のトレースファイルは？？？です。」

「ソース : EvntAgnt
ID : 1015
説明 : TraceLevel パラメータがレジストリにありません。使用した既

定のトレースレベルは32です。」
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ディスクの挿抜などの操作により、syslogに“APIC error”が記録される

→ 装置の電源がONの状態で内蔵ディスクを挿抜した際などに、OSが内部で管理
している状態と装置側の実際の状態とが異なることが原因で、“APIC error”の
メッセージがログに記録されたり、画面に表示されたりすることがあります
が、動作上問題はありません。

CPUモジュールの同期中などで、“info synchronization error”が記録される

→  CPUモジュールが二重化処理を行っている時などに、OSが内部で管理してい
る状態と装置側の実際の状態とが異なることが原因で、“info synchronization
error”のメッセージがログに記録されることがありますが、動作上問題はあり
ません。

内蔵のLANボードを使用していると、“card reports no resources”のログが記録
される

→  内蔵のLANボードを使用の際に、ネットワークアクセスの負荷が高くなること
でLANドライバでのリソース確保ができない際に、”card repor ts  no
resources”のメッセージがログに出力されることがありますが、装置動作への
影響はありません。LANドライバが自動的にretryを実施することでネットワー
クの接続を切ることなく通信を継続します。

OSの起動時に"I/O error"がログに記録される

→ OSの起動時に、USBフロッピーディスクドライブが接続されている場合以下の
メッセージが画面に表示されたり、ログに記録されたりすることがあります
が、動作上問題はありません。(下記*は半角英数字)

Partition Check:
sdg:<6> I/O error: dev **:**, Command ********, sector 0
I/O error : dev **:**, Command ********, sector 0
unable to read partition table

Fibre Channel ディスクへのアクセス中にケーブルが抜けることによりsyslog に
“I/O error が”記録される

→ Fibre Channel ディスクへのアクセス中にプライマリのPCI モジュールに接
続されていたFibre Channel ケーブルが抜けた際に、OSが内部で管理している
状態と装置側の実際の状態とが異なることが原因で、動作していないデバイス
上で“SCSI disk(/dev/sdd**)I/O error”（**は数値）が発生したようにログに記
録されることがありますが、動作上問題はありません。



7-36

EXPRESSBUILDERについて

「EXPRESSBUILDER」CD-ROMからExpress5800/ftサーバを起動できない場合は、次の点
について確認してください。

□ POSTの実行中に「EXPRESSBUILDER」 CD-ROMをセットし、再起動しましたか？
→ POSTを実行中に「EXPRESSBUILDER」 CD-ROMをセットし、再起動しないとエ
ラーメッセージが表示されたり、OSが起動したりします。

□ BIOSのセットアップを間違えていませんか？
→ Express5800/ftサーバのBIOSセットアップユーティリティでブートデバイスの起動
順序を設定することができます。BIOSセットアップユーティリティでCD-ROMドラ
イブが最初に起動するよう順序を変更してください。
<確認するメニュー:「Boot」>

EXPRESSBUILDER実行中、何らかの障害が発生すると、次のメッセージが表示されます。
エラーコードを記録して保守サービス会社に連絡してください。

メッセージ 原因と処理方法

本プログラムの動作対象マシンではあり
ません。

「EXPRESSBUILDER」CD-ROMの対象マシンではあ
りません。対象マシンで実行してください。

NvRAMへのアクセスに失敗しました。 不揮発性メモリ(NvRAM)にアクセスできません。

ハードディスクドライブへのアクセスに
失敗しました。

ハードディスクドライブが接続されていないか、ハー
ドディスクドライブが異常です。ハードディスクドラ
イブが正常に接続されていることを確認してくださ
い。

この他にもシステム診断を実行したときに障害を検出するとエラーメッセージが表示されま
す。表示されたメッセージをメモし、保守サービス会社までご連絡ください。
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マスターコントロールメニューについて

オンラインドキュメントが読めない

□ HTMLブラウザが正しくインストールされていますか？
→ オンラインドキュメントは、HTML文書です。あらかじめHTMLブラウザ
（Internet Explorer 5.x以降）をご使用のオペレーティングシステムへインストー
ルしておいてください。

□ Adobe Acrobat ReaderまたはAdobe Readerが正しくインストールされていま
すか？
→ オンラインドキュメントの文書の一部は、PDFファイル形式で提供されていま
す。あらかじめAdobe Acrobat Reader（Version 4.05以上）またはAdobe
Readerをご使用のオペレーティングシステムへインストールしておいてくださ
い。なお、Adobe Acrobat Readerは、「EXPRESSBUILDER」CD-ROMから
インストールすることができます。マスターコントロールメニューを起動後、
［ソフトウェアのセットアップ］の［Adobe  Acrobat Reader］を選択してくだ
さい（インストール後、Acrobat Readerを起動して使用許諾契約書に同意して
からご使用ください）。

オンラインドキュメントの画像が見にくい

□ ご使用のディスプレイは、256色以上の表示になっていますか？
→ ディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色
以上の表示ができる環境で実行してください。

マスターコントロールメニューが表示されない

□ ご使用のシステムは、Windows NT 4.0以降、またはWindows 95以降ですか？
→ CD-ROMのAutorun機能は、Windows 2000、およびWindows NT 4.0、
Windows 95以降でサポートされた機能です。それ以前のバージョンでは自動
的に起動しません。ご注意ください。

□ <Shift>キーを押していませんか？
→ <Shift>キーを押しながらCD-ROMをセットすると、Autorun機能がキャンセ
ルされます。

□ システムの状態は問題ありませんか？
→ システムのレジストリ設定やCD-ROMをセットするタイミングによってはメ
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、CD - ROMの
¥MC¥1ST.EXEをエクスプローラ等から実行してください。
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ESMPROについて

ESMPRO/ServerAgentについて

→「ユーティリティのインストールと操作」の5-16ページ以降の説明を参照してくだ
さい。

ESMPRO/ServerManagerについて

→「ユーティリティのインストールと操作」の5-21ページ以降の説明を参照してくだ
さい。また、添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM内のオンラインドキュメント
「ESMPRO/ServerManagerインストレーションガイド」でトラブルの回避方法や
その他の補足説明が記載されています。参照してください。
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障害情報の採取
万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。

重要 

ⓦ 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員から情報採取の
依頼があったときのみ採取してください。

ⓦ 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表
示されることがありますが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット
し、もう一度起動すると、障害情報が正しく採取できません。

syslogの採取

LinuxのLogファイルは、テキスト形式で以下のディレクトリに作成されます。

/var/log/

Express5800/ftサーバのLogファイルも通常のLinuxと同様に、このディレクトリに作成さ
れます。

システム情報の採取

Linuxのシステム情報は、syslog等に記録されます。Express5800/ftサーバでシステム
情報を採取する場合は、root権限を持つユーザーでログインし、以下のコマンドを実行して
ください。

# logcollector
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メモリダンプの採取

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。

重要 

ⓦ 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき
に操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。

ⓦ 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表
示される場合がありますが、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直
すと、データを正しくダンプできない場合があります。

採取のための準備

DUMPスイッチを押してダンプを実行した後にExpress5800/ftサーバをリセットできなく
なる場合があります。この場合、強制シャットダウン（4-38ページ参照）でExpress5800/ft
サーバを強制的にリセットしなければならなくなりますが、BIOSセットアップユーティリ
ティ「SETUP」の「Security」メニューの「Power Switch Mask」を「Masked」に設定しておく
と、POWERスイッチの機能が無効になるため、強制シャットダウンができなくなります。
万一の場合、強制シャットダウンでExpress5800/ftサーバをリセットできるように次の手
順に従ってExpress5800/ftサーバの設定を変更しておいてください。

1. Express5800/ftサーバの電源をONにして、BIOSセットアップユーティリティ「SETUP」を起動
する（4-2ページ参照）。

2. 「Security」メニューの「Power Switch Mask」を「UnMasked」に設定する。

3. 設定内容を保存して、SETUPを終了する。

メモリダンプの採取

障害が発生し、メモリダンプを採取した
いときにDUMPスイッチを押してくださ
い。スイッチを押すときには金属製のピ
ン（太めのゼムクリップを引き伸ばして
代用可）をスイッチ穴に差し込んでス
イッチを押します。
スイッチを押すと、メモリダンプは設定
されている保存先に保存されます（CPU
がストールした場合などではメモリダン
プを採取できない場合があります）。

重要 

つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。

DUMPスイッチを押した後、システムが再起動し、メモリダンプを採取します。

DUMPスイッチ
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IPMI情報のバックアップ

IPMI情報を採取します。情報を採取するためには、ESMPRO/ServerAgentがインストール
されていなければなりません。

1. root権限のあるユーザーでログインする。

2. ESMPRO/ServerAgentがインストールされているディレクトリに移動する。

特に指定していない場合は、「/opt/nec/esmpro_sa」にインストールされています。ここでは、
「/opt/nec/esmpro_sa」にインストールされているとして説明します。

cd /opt/nec/esmpro_sa

3. ツールが格納されているディレクトリに移動する。

cd bin

4. 以下のコマンドを実行する。

./xrasutil

ESRAS Utilityが起動します。

5. <Backup the current IPMI Information...>を選択する。

IPMI Information Backup画面が表示されます。

6. 出力先、コメントを入力し、［OK］をクリックする。

指定した場所に情報が出力されます。

<Backup File Name>：情報を保存したいファイルのパスを指定します。デフォルトでは
ESMPRO/ServerAgentがインストールされているディレクトリの下の
log/ipmi.datに出力されます。

<Comment>： 一緒に出力したい情報を記述します（省略可）。
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～Memo～
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